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＊	石川県立図書館利用推進課

CA2077■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
震災後の図書館サービスの復旧と支援：

能登半島地震及び豪雨の現場から
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1. 石川県における地震の状況
　2024（令和 6）年 1 月 1 日 16 時 10 分頃、石川県能
登地方を震源地としてマグニチュード 7.6 の地震が発
生した。輪島市、志賀町では震度 7、七尾市、珠洲市、
穴水町、能登町でも震度 6 強の地震だった。
　人的被害は死者 498 人でうち災害関連死 270 人、住
家被害は全壊 6,077 棟、半壊 1 万 8,342 棟を含む計 10
万 3,911 棟となった。また、避難者はピーク時に約 3
万 4,000 人であった。断水はピーク時に 16 市町で約
11 万戸であった（1）（2024 年 12 月 27 日現在）。

2. 石川県立図書館における被災状況
　石川県立図書館（以下「当館」）では、館内約 110
万冊の図書のうち、書架から落下した図書は約 1,000
冊であった（円形空間以外の開架書架の資料。全体の
約 0.1％に相当）。被害が比較的小規模だったのは、最
新の免震構造と、円形空間が想定以上に地震の揺れに
強かったものと考えられる。書庫の本は落下しなかっ
た。
　本来開館日だった 1 月 4 日は安全点検のため臨時休
館とし、職員による点検、業者による仮復旧を行い、
安全性を確認の上、1 月 5 日から開館することができ
た。ただ、傾いた書架やこどもエリアの照明器具破損
等があり、後日修繕した。

3. 県内公共図書館における被災状況
　県内公共図書館では、奥能登 4 市町（珠洲市、輪島市、
能登町、穴水町）と志賀町、七尾市などの被害が大き
かった（E2681 参照）。

4. 当館による支援
　第 110 回全国図書館大会（2）で既に発表済みであるが、
そのうちのいくつかを記載する。

（1）自治体職員としての支援
　まず、図書館職員は自治体職員でもあるので、本庁
の指示により、図書館の復旧業務より県民の命や健康
を守り、災害関連死を最小限にとどめるための業務を
優先することとなり、市町でもそのような状況にある
ところがあったということは特記しておきたい。当館

職員は県職員として震災支援のために能登などに派遣
された。令和 6 年 3 月末までに、輪島市役所、剱地避
難所（輪島市）、いしかわスポーツセンター（金沢市、1.5
次避難所）などに 149 人日、4 月以降は、図書館職員
は被災市町へ常時 1 人派遣され、公費解体の受付、震
災関係の事務処理などを行った。

（2）日本図書館協会（JLA）図書館災害対策委員会との
連携

　JLA 図書館災害対策委員会（3）から県内図書館での
必要な支援や、地域紙や全国紙地域版など確保が難し
い新聞の欠号状況の把握などについて問い合わせがあ
り、市町立図書館に確認したところ、新聞を入手でき
ない図書館があったので、新聞の確保を依頼した。ま
た、同委員会からは能登の図書館で現地調査を行いた
いとの依頼があったため、能登の図書館に問い合わせ
て輪島市立図書館、穴水町立図書館、珠洲市民図書館
などとのマッチングを行った。

（3）石川工業高等専門学校（津幡町）への支援
　石川工業高等専門学校の図書館から「書架から落下
した資料が大量にあり、分類が混ざってしまった。余
震があるため高い位置に配架しないよう配架場所の移
動をしたいが落下した資料数が膨大である。作業を複
数回に分けて行う必要があり人員が足りない」との連
絡を受けて、当館で県内のネットワークを用いて、県
内図書館員に手伝いを呼び掛ける仕組みを作った。石
川工業高等専門学校が配架ボランティアを呼び掛けた
ところ公共図書館・大学図書館の 4 館延べ 11 人の参
加者があった。

（4）穴水町立図書館への支援
　穴水町立図書館は、複合施設さわやか交流館プルー
トの建物の 2 階にあり、建物自体が避難所となってい
た。そのため図書館は閉鎖されて、本は段ボール箱に
詰めて床置きし、空いた書架に物資を置く物資倉庫と
なっていた。7 月から一部開館したが、穴水町立図書
館からの依頼を受けて、当館職員が 7 月から 9 月にか
けてそれぞれ月 1 回訪問して、除架・除籍や選書など
相談を受けたり、整架を手伝ったりした。

（5）輪島市立図書館町野分館への支援
　能登豪雨による被害に対する支援についても記載す
る。輪島市立図書館から、9 月に奥能登豪雨のため町
野分館が浸水し、書架の一番下の段が泥水に埋まった
という連絡があった。貴重な郷土資料もあるというこ
とで、国立国会図書館（NDL）に連絡を取ったところ、
NDL の職員がすぐに来県し、濡れた本の対応方法を
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講習してくれた。参加者で何冊かの本の復旧に努めた。

（6）輪島市立図書館の仮設図書館移転について
　輪島市立図書館は 1981 年に竣工した奥能登地区で
最も古い図書館だが、今回の地震により地下にある電
源設備が水没し、使用できなくなった。その後 5 月 14
日に隣接する道の駅ふらっと訪夢の会議室で 1,000 冊
程度の資料を置いた臨時の仮設図書館を開いた。
　仮設図書館を開館するために、廃校となった小学校
校舎など適した場所を探していたところ、震災で商業
施設のテナントが空いたことから図書館にどうかとい
う提案があった。そこでその場所に仮設図書館を開館
することになった。
　当館は書架について相談を受けたが、前年度移転し
た金沢美術工芸大学の旧図書館の書架が不要になるの
ではと考え、すぐ金沢美術工芸大学に連絡を取った。
するとちょうど書架を処分しようとしているところだ
と聞き、当館が現物確認に出向いた。書架は十分使用
できる状態であったため、輪島市に無償で提供いただ
けないか打診したところ、同大学としても復興支援に
なるのであればと、快諾を得ることができた。
　書架の問題が解決した後、輪島市立図書館から開架
分の本の箱詰めと、配架・整架のボランティアを募集
したい旨、相談を受けた。輪島市立図書館職員は仮設
図書館への移動で多忙なため、当館で募集をかけるこ
ととし、県内の図書館ネットワークでまず本の箱詰め
ボランティアを募集した。
　募集した結果、11 月 1 日から 4 日の間（11 月 2 日
は豪雨のため中止）、公共図書館・大学図書館 11 館延
べ 37 人の参加があった。参加者で仮設図書館へ運ぶ
本を分類順に書架から段ボール箱に詰める作業を行っ
た。
　金沢美術工芸大学図書館の書架が仮設図書館に設置
された後、段ボール箱に詰めた本を箱から出して書架
に配架し、さらに請求記号順に整架する作業が必要と
なった。そのため図書館ネットワークで当館がボラン
ティアを募集し、11 月 30 日から 12 月 4 日の 5 日間
で公共図書館・大学図書館 7 館延べ 31 人が参加した。
今回は富山県立図書館に依頼して同県内の図書館員に
ボランティアとしての参加を呼び掛けてもらったとこ
ろ、 富山県内の図書館 7 館延べ 9 人の図書館員の参加
があった。その結果、計 14 館延べ 40 人の図書館員が
作業にあたった。また、輪島市立図書館職員の堂ケ口
氏の紹介により、11 月 29 日から 12 月 1 日に金沢学院
大学の学生たちもボランティアとして参加した。
　これらの作業を通して、ある程度開館に向けての準
備が整った。県内だけでなく、県外の図書館職員にも
参加していただけたのは今後の図書館連携を考えると

よいことだったと思う。
　輪島市立図書館は開架約 4 万 5,000 冊の本が並ぶス
ペースで 12 月 21 日に仮設図書館を開館した（4）。
　ただ、輪島市立図書館の書庫は現在も移動書架が倒
れたままで、約 9 万冊の本が取り出せない状態となっ
ている。また、約 15 万 5,000 冊あった蔵書のうちある
程度は除籍するが、今後も所蔵していく本を保管する
場所についてはまだ決まっておらず、今後の課題とし
て残っている。

5. 最後に
　地震はいつなんどきどこで起こるかわからない。も
しもに備えることが大切である。図書館職員は、図書
館の仕事以外にも、自治体職員としての市民への支援
もしなければならないことを考えておく必要がある。
　また、県内の公共図書館、大学図書館などの図書館
ネットワークはもちろん、県外の図書館とのネット
ワークも密にして、有事の際には互いに協力し合える
関係を作ることが大切であろう。
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